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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第158期

第２四半期連結
累計期間

第159期
第２四半期連結

累計期間
第158期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

営業収益 （千円） 11,105,648 11,006,868 22,315,112

経常利益 （千円） 177,440 222,920 347,925

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △332,194 137,991 △246,374

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △340,013 207,042 △48,436

純資産額 （千円） 15,549,400 15,971,484 15,810,558

総資産額 （千円） 23,592,341 23,905,020 24,149,155

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △43.68 18.15 △32.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.0 65.8 64.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 151,385 404,014 577,240

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 22,470 △716,687 △415,269

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △295,495 △281,603 △76,450

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,307,981 3,958,077 4,556,229

 

回次
第158期

第２四半期連結
会計期間

第159期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
　自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日

　自 平成27年７月１日
　至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △49.16 9.18

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又

は親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失（△）」としております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の概況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善傾向が続いており、個人消費や設備投資に持

ち直しの動きがみられるなど、緩やかな景気の回復基調が続いております。海外においては、中国経済をはじめと

する新興国等の景気の下振れや欧州での債務問題等もあり、先行きは不透明な状況となっております。

物流業界におきましても、物流の合理化、高品質化への要求がますます強まり、これらの顧客ニーズに迅速に対

応していくことが求められており、大変厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、首都圏物流の構築、輸配送業務の強化およびＮＶＯＣＣ（国際複合一

貫輸送）業務の強化等に積極的に取り組んでまいりました。また、昨年一部稼働しました太陽光発電事業にも新た

に投資するなど、会社経営基盤の強化に取り組んでまいりました。

当四半期においては、昨年から稼働した太陽光発電の売電収入、取扱貨物量の一部増加や貨物運送取扱業務の増

加などの収入増要因もありましたが、全体では倉庫業務での取扱量の減少、賃貸物流施設の契約終了等による収入

の減少要因により営業収益は前年同期を下回りました。一方営業利益は、昨年閉鎖した営業倉庫の固定費が減少し

たこと等により前年同期を上回り、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益も前年同期を上回りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比0.9％減少の11,006百万円、営業利益は前年同期

比29.1％増加の200百万円、経常利益は前年同期比25.6％増加の222百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は

137百万円（前年同期は減損損失等の計上により親会社株主に帰属する四半期純損失332百万円）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

国内物流事業においては、倉庫業務では冷蔵倉庫貨物の取扱高は前年同期と同程度で推移しましたが、普通倉

庫貨物は入出庫高、保管高及び保管残高とも前年同期を下回り、港湾運送取扱業務等も減少し、営業収益は前年

同期を下回りました。セグメント利益については昨年閉鎖した営業所の固定費の減少、再保管貨物の減少等によ

り経費が減少したことにより前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比2.7％減少の9,041百万円、セグメント利益は前年同期比9.0％増加の473百万

円となりました。

②国際物流事業

国際物流事業においては、輸出入貨物の取扱いが前年同期に比べ増加し、営業収益は前年同期を上回りまし

た。セグメント利益は海外事務所経費の増加等により経費が増加し、前年同期を下回りました。

その結果、営業収益は前年同期比7.2％増加の1,877百万円、セグメント利益は前年同期比20.8％減少の24百万

円となりました。

 

なお、太陽光発電による売電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等のその他事業は、前年下期か

ら稼働した太陽光発電の売電事業が業績に寄与したことにより、営業収益は前年同期比35.0％増加の113百万

円、セグメント利益は前年同期比63.8％増加の41百万円となりました。
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(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、株式相場の上昇に伴い「投資有価証券」は増加しましたが、太陽光発

電設備の投資等により「現金及び預金」が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ244百万円減少し23,905

百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、「長期借入金」の返済等により前連結会計年度末に比べ405百万円

減少の7,933百万円となり、また、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、「利益剰余金」や「その他有価証券

評価差額金」が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ160百万円増加の15,971百万円となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が224百万円となり、減価償却費、有形固定資産の取得による支出、長期借入金の返済による支出等により前連

結会計年度末に比べ598百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には3,958百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、404百万円（前年同期は151百万円の獲得）

となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益224百万円、減価償却費338百万円、売上債権の減少額

167百万円、仕入債務の減少額102百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、716百万円（前年同期は22百万円の獲得）

となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出712百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は、281百万円（前年同期は295百万円の使用）

となりました。これは主として、長期借入金の返済による支出235百万円、配当金の支払額45百万円によるもので

あります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,258,322 8,258,322
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大和製衡株式会社 兵庫県明石市茶園場町５－22 643 7.79

川西　多美 兵庫県芦屋市 574 6.95

川西　央也 神戸市東灘区 488 5.90

日本毛織株式会社 神戸市中央区明石町47 380 4.60

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 300 3.63

川西　康夫 東京都品川区 299 3.62

一般財団法人川西報公会 兵庫県明石市茶園場町８－27 290 3.51

損害保険ジャパン日本興亜株式会

社
東京都新宿区西新宿１－26－１ 255 3.08

川西　勝三 兵庫県西宮市 229 2.77

多島　晶子 名古屋市千種区 228 2.76

計 － 3,687 44.64

　（注）上記のほか、当社が保有している自己株式653千株（7.91％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　653,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,603,700 76,037 －

単元未満株式 普通株式　　　　922 － －

発行済株式総数 8,258,322 － －

総株主の議決権 － 76,037 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　川西倉庫株式会社
神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
653,700 － 653,700 7.91

計 － 653,700 － 653,700 7.91

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 － 代表取締役社長 営業本部長 若松　康裕 平成27年９月１日

専務取締役 国内支店管掌 専務取締役
営業本部副本部

長
高井　孝明 平成27年９月１日

常務取締役 管理部門管掌 常務取締役 管理本部長 福井　博 平成27年９月１日

取締役

国際部長

国際部、海外部

門管掌

取締役
営業本部副本部

長兼国際部長
門田　尚 平成27年９月１日

取締役
京浜支店長

営業部管掌
取締役 京浜支店長 齋藤　修司 平成27年９月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、神陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,120,170 3,548,919

受取手形及び営業未収入金 3,240,403 3,073,260

有価証券 600,128 600,132

繰延税金資産 88,355 94,944

その他 643,375 656,104

貸倒引当金 △1,102 △1,055

流動資産合計 8,691,330 7,972,306

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,807,917 6,682,762

機械装置及び運搬具（純額） 438,423 461,530

工具、器具及び備品（純額） 83,305 72,996

土地 2,960,856 2,960,856

リース資産（純額） 277,712 958,645

建設仮勘定 217,270 59,980

有形固定資産合計 10,785,485 11,196,771

無形固定資産   

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 696,403 668,702

無形固定資産合計 2,593,937 2,566,236

投資その他の資産   

投資有価証券 1,106,206 1,198,237

長期貸付金 9,682 8,847

繰延税金資産 21,112 25,147

退職給付に係る資産 93,073 108,549

差入保証金 749,799 731,359

その他 102,130 101,165

貸倒引当金 △3,602 △3,602

投資その他の資産合計 2,078,402 2,169,706

固定資産合計 15,457,825 15,932,714

資産合計 24,149,155 23,905,020
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,755,817 1,653,154

短期借入金 1,471,738 1,472,005

未払法人税等 28,209 88,544

賞与引当金 233,721 248,523

役員賞与引当金 2,250 700

その他 391,498 213,184

流動負債合計 3,883,235 3,676,113

固定負債   

長期借入金 3,176,182 2,940,428

繰延税金負債 199,053 241,978

退職給付に係る負債 929,598 957,369

その他 150,527 117,647

固定負債合計 4,455,361 4,257,423

負債合計 8,338,597 7,933,536

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,862,230 1,862,230

利益剰余金 11,786,732 11,879,097

自己株式 △585,825 △585,825

株主資本合計 15,171,138 15,263,502

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 253,084 314,303

為替換算調整勘定 97,001 93,109

退職給付に係る調整累計額 46,944 58,103

その他の包括利益累計額合計 397,031 465,516

非支配株主持分 242,388 242,464

純資産合計 15,810,558 15,971,484

負債純資産合計 24,149,155 23,905,020
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業収益 11,105,648 11,006,868

営業原価 10,085,074 9,918,000

営業総利益 1,020,574 1,088,867

販売費及び一般管理費 ※ 864,939 ※ 887,903

営業利益 155,634 200,964

営業外収益   

受取利息 2,832 1,203

受取配当金 30,653 30,480

不動産賃貸料 8,660 8,645

その他 10,440 9,647

営業外収益合計 52,588 49,976

営業外費用   

支払利息 29,944 28,021

為替差損 838 －

営業外費用合計 30,782 28,021

経常利益 177,440 222,920

特別利益   

固定資産売却益 1,469 5,547

特別利益合計 1,469 5,547

特別損失   

固定資産除却損 7,611 746

役員退職慰労金 － 3,028

減損損失 606,765 －

営業所閉鎖損失 58,946 －

投資有価証券評価損 1,606 －

特別損失合計 674,929 3,775

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△496,020 224,692

法人税、住民税及び事業税 60,114 84,869

法人税等調整額 △233,211 △2,153

法人税等合計 △173,096 82,716

四半期純利益又は四半期純損失（△） △322,924 141,975

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,270 3,984

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△332,194 137,991
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △322,924 141,975

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10,492 61,218

為替換算調整勘定 △13,951 △7,310

退職給付に係る調整額 7,354 11,158

その他の包括利益合計 △17,089 65,066

四半期包括利益 △340,013 207,042

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △345,771 206,477

非支配株主に係る四半期包括利益 5,758 565
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△496,020 224,692

減価償却費 380,170 338,555

減損損失 606,765 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △58 △47

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,782 14,802

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △750 △1,550

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,729 28,763

受取利息及び受取配当金 △33,486 △31,684

支払利息 29,944 28,021

投資有価証券評価損益（△は益） 1,606 －

有形固定資産除却損 7,611 746

有形固定資産売却損益（△は益） △1,469 △5,547

売上債権の増減額（△は増加） △28,084 167,142

仕入債務の増減額（△は減少） △70,647 △102,663

その他 △231,041 △228,831

小計 209,052 432,400

利息及び配当金の受取額 34,526 31,852

利息の支払額 △30,686 △28,540

法人税等の支払額 △61,506 △31,698

営業活動によるキャッシュ・フロー 151,385 404,014

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △40,705 △26,796

有形固定資産の取得による支出 △502,834 △712,464

無形固定資産の取得による支出 △23,399 △4,769

有形固定資産の売却による収入 6,706 8,942

投資有価証券の取得による支出 △1,683 △1,794

長期貸付金の回収による収入 566,435 834

差入保証金の差入による支出 △163 △847

差入保証金の回収による収入 17,363 18,849

その他 751 1,358

投資活動によるキャッシュ・フロー 22,470 △716,687

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 375 266

長期借入金の返済による支出 △249,754 △235,754

配当金の支払額 △45,627 △45,627

非支配株主への配当金の支払額 △489 △489

財務活動によるキャッシュ・フロー △295,495 △281,603

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,940 △3,874

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △128,580 △598,151

現金及び現金同等物の期首残高 4,436,561 4,556,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,307,981 ※ 3,958,077
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

報酬及び給料 418,913千円 428,173千円

賞与引当金繰入額 68,398 72,034

退職給付費用 22,779 27,042

減価償却費 19,251 17,564

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 3,853,960千円 3,548,919千円

有価証券勘定 600,126 600,132

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △146,106 △190,974

現金及び現金同等物 4,307,981 3,958,077
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 30,418 4 平成26年９月30日 平成26年12月12日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 45,627 6 平成27年９月30日 平成27年12月14日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 9,287,737 1,751,551 11,039,288 66,359 11,105,648 － 11,105,648

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 17,857 17,857 △17,857 －

計 9,287,737 1,751,551 11,039,288 84,217 11,123,506 △17,857 11,105,648

セグメント利益 434,098 30,875 464,974 25,346 490,320 △334,686 155,634

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業及び物

　　　　　　流資材の販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△334,686千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△334,895

千円及びその他の調整額209千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「国内物流事業」セグメントにおいて、一部の資産グループについて回収可能価額が帳簿価額を下回った

ため、当第２四半期連結累計期間において減損損失606,765千円を計上いたしました。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収益 9,041,030 1,877,948 10,918,979 87,888 11,006,868 － 11,006,868

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 25,798 25,798 △25,798 －

計 9,041,030 1,877,948 10,918,979 113,687 11,032,667 △25,798 11,006,868

セグメント利益 473,195 24,458 497,654 41,515 539,170 △338,205 200,964

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事

業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△338,205千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△338,256

千円及びその他の調整額50千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△43円68銭 18円15銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△

）（千円）

△332,194 137,991

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△332,194 137,991

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,604 7,604

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額　　　       　45,627千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　         ６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成27年12月14日

(注)平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月９日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中

 

神陽監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 因幡　賢　　　　印

 

 業務執行社員 公認会計士 米田　小百合　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

川西倉庫株式会社(E04317)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

